
 

メーデー宣言 
 
 

 私たちは、本日第 83 回メーデー中央大会を迎えた。 

 2011 年 3 月 11 日に未曾有の大災害となった東日本大震災によって多くの命が奪われた。

被災された方々は、今なお大変な苦労を強いられている。 

 私たちは、震災直後から運動の重点を災害からの復興・再生に向け、政府との活発な政

策・制度の協議を実施してきた。また、カンパやボランティア活動では、参加者を支えた

職場の仲間との連帯や、地域の方々との交流など、職場や地域で一体感が醸成される貴重

な経験をすることができた。私たちは、被災された方々が一日も早く平穏な生活を取り戻

すことを切に願う。 

 また、震災直後に迎えた昨年のメーデー中央大会は、「東日本大震災救援大集会」として

開催した。その中で、私たちは働く者の団結が復興・再生への大きな力となることを改め

て確信した。私たちは、これからも被災された方々とつながり、絆を深め、復興・再生を

軸に「雇用と生活の再建」に向けて全力をつくす。 

 

 一方、わが国の経済・社会に目を向ければ、デフレの進行、円高など取り巻く環境は非

常に厳しく、また、非正規労働者の増加、勤労者の雇用不安、賃金不安、社会保障への不

安などが影響し、日本経済は低迷が続いている。 

 私たちは、格差是正、底上げ・底支えの取り組みをすすめるとともに、適正な成果配分

を追求する春季生活闘争を引き続き推進する。適正な配分により中間層を厚くし、消費と

内需の拡大へつなげ、持続可能な成長を達成しよう！ 

  

 世界では、自由と平和を脅かす情勢が続いている。核開発・核実験の問題に加え、世界

各地での地域紛争は深刻な状況にある。 

 私たちは、核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現、北朝鮮による日本人拉致事件の全面解

決、人権侵害救済のため、訴え、行動していく。 

 

 メーデーは労働者の国際連帯の日である。依然として多くの国で労働者の基本的な権利

が侵害されている。仕事に就けない若年者の増加や、社会的保護の未整備による貧困や格

差、人権侵害は世界的な課題である。私たちは、国際労働組合総連合（ITUC）や諸外国の

労働組合と連帯し、自由で民主的な労働運動とすべての人にディーセントワーク（働きが

いのある人間らしい仕事）が実現される取り組みを推進する。 

 

 今こそ、すべての働く者の連帯を背景に、NPO・NGO をはじめとする幅広い仲間との連携

により、「働くことを軸とする安心社会」を実現することを宣言する！ 
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